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令和６年度学校教育自己診断の結果と分析（令和６年 11 月実施） 

 

「令和６年度学校教育自己診断アンケート」に回答いただいた生徒の皆さん、保護者の皆様にお礼申

しあげます。アンケート集計結果の概要、結果にもとづく分析と今後への課題等を下記のとおり報告

いたします。質問項目ごとの集計結果を、生徒用・保護者用・教職員用とあわせて本校学校ホームペ

ージに掲載していますので、ぜひご覧ください。（メニュー「情報公開」→「学校教育自己診断」と

進んでください。） 

今後とも、みなさまからの貴重なご意見を本校の教育活動に活かしてまいりますので、来年度もア

ンケートへのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

※(  )内の数値は肯定的回答（「A よくあてはまる」と「B ややあてはまる」の割合の合計） 

【全体概況】 

（生徒アンケートより） 

 34 項目中、33 の項目において、肯定的な回答が 75％を超えている。唯一、肯定的な回答が 75%に

満たなかった「学校生活についての先生の指導は納得できる」については、学年別に見ると、１年生

が 64.8%と最も低く、２年生は 74.7%、３年生は 75%を超えている。学年が上がるにつれて、指導が

定着し教員との人間関係も構築されていることが数値に表れているのかもしれない。学年による指導

に差があることにより、不満が生じないように統一した指導を行っていきたい。授業や学習指導に関

する項目では、全ての項目で肯定的な回答が 75％を超え、生徒たちは本校の授業や学習指導に一定の

満足を示している。進路指導に関する項目では、全ての項目で 90％以上が肯定的な回答をしており、

生徒たちは進路指導に対して高い満足度を示している。このことから、現状において本校の教育は生

徒から肯定的に評価されていると考える。 

 学校行事への高い満足度を今後も維持するために、生徒が主体的に取り組めるよう教職員による励

まし継続、行事におけるルールの確認を丁寧に行い、必要に応じて修正を行えるような幅を持たせて

計画していくことが大切だと考える。 

 

（保護者アンケートより） 

回答率が昨年度の 70.9%から、76.7%と大きく上昇した。昨年度までは、保護者が多忙な 12 月の実

施であったものを 1 か月早めた効果があったと考えている。 

授業や学習指導に関して、ICT の活用や評価の公平性については 75％以上が肯定的な回答をしてい

る。しかし、授業の「わかりやすさ」や「楽しさ」、自宅学習に関する項目では、それぞれ 36.1％、



47.0％が否定的な回答を示しており、満足度が高くないことが分かる。これは、生徒が家庭で学校の

学習内容を報告する機会が少なく、また自宅学習の時間が不足していることが影響していると考えら

れる。教職員の授業力をさらに向上させ、指導法を工夫することにより、授業をさらに楽しく充実さ

せることや、自宅学習の機会を増やす取り組みが必要であると考える。 

進路指導に関しては、すべての項目で 80％以上が肯定的な回答を示しており、保護者にとっても本

校の進路指導には一定の満足が得られていると考える。 

ＰＴＡ活動については、PTA 活動の認知度を問う質問に肯定的回答が若干上昇したが、まだまだ周

知が必要ということで、今年度の PTA 広報誌において、PTA 活動の紹介と報告を充実させ、来年度に

は大幅な改善を期待している。 

 

（教職員アンケートより） 

回答率が 96.8％と大幅に上昇したことは、今年度校長が提案した各種の施策に対して全教職員が主

体的に考えた結果であると推察する。今年度校長が提案した各種の施策に対して全教員が主体的に考

えた結果であると推察する。組織運営や校長のリーダーシップに関しての数値は、校長への宿題と認

識し、次年度以降分掌体制の見直し、業務の精選、“組織のニーズと個人の成長”をキーワードに教職員

の意欲を高める校内人事等に取り組んでいきたい。 

 

その他担当部署ごとにも分析と総括を行った。 

【生徒指導部】 

 ・「学校生活についての先生の指導は納得できる」（生徒）の「よくあてはまる」の数値が１年生

が 19.5%と低い。いろいろな指導を他校と比較して、山田高校の指導が厳しいと感じているかも

しれない。しかし、学年が上がるにつれ、この数値も上がっているので、指導が浸透しているの

だと考える。 

 

【生徒会部】 

 ・「生徒会活動は活発である」（生徒）の項目の肯定的回答率が近年少し下がってきている。現生

徒会執行部には、学校行事をさらに生徒主体で行うように働きかけているので、来年度はこの数

値の上昇を期待したい。 

 ・「子どもは部活動に積極的に参加している」（保護者）の肯定的回答率が下がってきている。部

活動によっても差があると思うので、部活動ごとのデータがあれば対策を検討しやすい。 

 

【保健部】 

 ・「学校の施設・設備は学習環境面で満足できる」（保護者）に対する否定的な回答は、教室の空

調の設定温度について、生徒の不満を聞いていることが原因かもしれないが、設定温度は府立学

校で決められているので満足度を上げるのは難しいのではないか。他にも学習環境面で不満があ

るとすれば、記述で書いてほしい。予算の範囲内で対応できるところは改善に努めたい。 

 


